
富士通アドバンストテクノロジ株式会社

第　１３　期

貸　　借　　対　　照　　表

(2020年3月31日現在)

（単位：千円）

金 額 金 額

資　 産　 の　 部 負　 債　 の　 部

流　動　資　産 2,046,771 流　動　負　債 1,236,921

現 金 及 び 預 金 3,110 660,462

預 け 金 1,187,001 458,675

売 掛 金 838,321 2,362

未 収 入 金 2,874 61,182

前 払 費 用 10,044 51,584

仮 払 金 5,418 216

44

固　定　資　産 327,054 2,394

有 形 固 定 資 産 66,910 固　定　負　債 11,388

建 物 （ 純 額 ） 10,451 11,388

構 築 物 （ 純 額 ） 278

機 械 及 び 装 置 （ 純 額 ） 16,937 1,248,310

工具、器具及び備品（純額） 39,243 純　資　産　の　部

無 形 固 定 資 産 40,602 株　主　資　本 1,125,516

ソ フ ト ウ ェ ア 40,602 資本金 100,000

投資その他の資産 219,540 資本剰余金 110,653

関 係 会 社 株 式 40,000 110,653

前 払 年 金 費 用 18,249 利益剰余金 914,862

繰 延 税 金 資 産 155,093 2,130

そ の 他 の 投 資 6,198 912,732

912,732

1,125,516

2,373,826 2,373,826

注) 記載金額は千円未満を切り捨てて表示している。

資 産 合 計 負 債 純 資 産 合 計

資 本 準 備 金

未 払 消 費 税 等

長 期 未 払 金

負 債 合 計

そ の 他 利 益 剰 余 金

繰 越 利 益 剰 余 金

純 資 産 合 計

前 受 金

前 受 収 益

圧 縮 記 帳 積 立 金

未 払 役 員 賞 与

科 目 科 目

未 払 金

未 払 費 用

預 り 金

未 払 法 人 税 等



富士通アドバンストテクノロジ株式会社

第　１３　期

損　　益　　計　　算　　書

（単位：千円）

金　　　額

5,356,510

3,859,533

1,496,976

872,691

624,285

受 取 利 息 444

営 業 外 収 益 合 計 444

為 替 差 損 1,601

営 業 外 費 用 合 計 1,601

623,128

623,128

218,379

407

218,786

404,341

注) 記載金額は千円未満を切り捨てて表示している。

法 人 税 ， 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

当 期 純 利 益

営 業 利 益

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

経 常 利 益

税 引 前 当 期 純 利 益

法 人 税 等 合 計

(自 ２０１９年４月１日　　至 ２０２０年３月３１日)

科 目

売 上 高

売 上 原 価

売 上 総 利 益

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費



富士通アドバンストテクノロジ株式会社

個　　別　　注　　記　　表

【重要な会計方針に係る事項に関する注記】

１．たな卸資産の評価基準及び評価方法

たな卸資産の評価基準及び評価方法
　通常の販売目的で保有するたな卸資産

・商品及び製品 …… 移動平均法による原価法
・仕掛品 …… 個別法による原価法
・原材料及び貯蔵品 …… 移動平均法による原価法

２．固定資産の減価償却の方法
(１)

定額法で計算しております。

(２)
定額法で計算しております。

３.引当金の計上基準

退職給付引当金又は前払年金費用
従業員の退職給付に備える為、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の
見込額に基づき、必要額を計上しております。

４．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

受注制作のソフトウェアの収益の認識基準等
当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる場合については工事
進行基準を適用し、その他の場合については工事完成基準を適用しております。
尚、工事進行基準を適用する場合の当事業年度末における進捗度の見積りは、原価比例法
を用いております。

無 形 固 定 資 産

有 形 固 定 資 産


